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総合建設と鉄骨製造の分野を通して

SDGs10 項目に取り組み、持続可能な社会を実現します

冬木工業株式会社

代　表　者：	 大竹良明
設立年月日：	 1947 年 10 月 30 日
資　本　金：	 8,000 万円
従 業 員 数：	 148 人

住  所：	 高崎市栄町 27-15
T E L：	 027-323-5008 
U R L：	 http://www.fuyuki.co.jp

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　総合建設と鉄骨製造の 2 つ
の事業分野を持ち、1927 年
の創業以来、商業施設・公共
施設などをはじめ、教育・医
療施設、倉庫、集合住宅など
を建築してきました。 これか
らも「誠実 感謝 信用」をモッ
トーに、 地域の人々にとって

「ホネのある会社」として貢
献していきます。

　2020 年 8 月 7 日、国連が掲げる SDGs の達成に貢献す
るため「SDGs 宣言」を行い、取組 10 項目を定めました。
この宣言の公表によ
り、全社員が共通の
認識を持ち、その解
決に向けて具体的な
取組を実践すること
で、持続可能な社会
の実現に貢献してい
きます。

　SDGs 宣言を掲げ、「品質・環境・安全衛生」の 3 つの
基本方針に基づき、総合建設と鉄骨製造の 2 つの事業領域
を通じて、SDGs 達成のための 10 項目に取り組んでいます。
●良質な建物の施工
　良質な建物を施工することはもちろん、引渡し後からが
本当のお取引と考え、アフターメンテナンスを大切にし、お
客様と共に発展できるよう維持管理に努めています。また、
環境にも配慮した「省エネルギー設計」を推進し、お客様
によろこんでいただける建物を施工するため、企画・設計か
ら施工、アフターメンテナンスまで、一貫した施工体制を確

　当社の定める「品質・環境・安全衛生」の 3 つ
の基本方針は、SDGs の理念と目標に合致するた
め、 基本方針の推進が SDGs の達成と、 新たな
価値の創造に繋がるものと考えています。お客様、
協力会社様、社員、そして地域の皆さまと共に発
展していけるよう、パートナーシップを大切に、着
実に取り組んでいきます。

　SDGs に配慮した自社新工場を建設予定。 再
生可能エネルギー、再生材等を活用した、サステ
ナブルな建築物を社会資本として提供します。また

「冬木に仕事を出してよかった」「冬木の仕事をし
てよかった」「冬木に勤めてよかった」「冬木が地
元にあってよかった」の「四方よし」の考えに共感
する企業とのパートナーシップを希望します。

立しています。
●パートナーシップ
　安全協力会活動を通し、より安全に、より快適な現場を
目指し、協力会社様との関係を深めています。また、協力
会社様の負担軽減のため、現金支払い率の増加や支払サイ
トの短縮を実行。このような様々な取組を通し、協力会社
の方々と共に成長していきます。

総合建設と鉄骨製造の 2 つの事業領域を通じて、良質な建物の施工と
パートナーシップへの取組で、サステナブルな社会に貢献します

地域の発展と活性化のため
品質・環境・安全衛生を推進

四方よしの考え方に共感する
人や企業との連携を希望

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像

WEB サイト

高崎市

お客様の快適性、建物の将来の更新性にも配慮した、サステナブル
建築

毎年開催されている安全協力会活動の様子
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